
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊瓦版は、3月・7 月・11 月の年 3回の発行です。 

★アンケート調査方法★ 

 期  間 ：平成２５年１月８日～平成２５年１２月２７日 

 回答方法 ：選択式６問、自由意見１問について、じないまち交流館に設置してある 

       所定のアンケート用紙に記入し、回収箱に投函してもらう。 

 回 答 数： ３８８人    《（参考）平成２４年：１７５人》 

 総入館者数：総入館者数：総入館者数：総入館者数：    ３３３３３３３３，，，，７８７７８７７８７７８７人人人人    《《《《（（（（参考参考参考参考））））平成２平成２平成２平成２４４４４年：２年：２年：２年：２８８８８，，，，２１４２１４２１４２１４人人人人》》》》    

 （入館者数が多い３月は雛めぐりのイベントが行われた月です。） 

    平成２平成２平成２平成２５５５５年１月～１２月の来館者アンケート集計結果年１月～１２月の来館者アンケート集計結果年１月～１２月の来館者アンケート集計結果年１月～１２月の来館者アンケート集計結果 

 

  

     

☆ご意見・ご感想
【10 歳未満】 

●ひな人形きれいだった。 

●昔のかんじがあってとってもたのしいです。きゅうけいができてとってもいいです。 

【10 歳代】 

●古い家がたくさんあって、昔の家のしくみが分かったので、よかったです。空気も私

の家のより、気持ちがよかったし、楽しかったです。 

●しずかな所でのんびり歩けて、たのしかった。休憩する所やトイレもあったからうれ

しかった。 

【20 歳代】 

●来てよかったと感じられる町でした。町全体が歴史を感じさせてくれること。子供達

がのびのびと遊んでいること。自然と調和した町であること。今回は1人できましたが

次回は誰かを連れてきます。いつまでも素敵なじないまちであってください。 

●ステキな町並でした。お店が増えることを期待しています。 

【30 歳代】 

●旧田中家の改修について、電気コンセントの配置や耐震張りの間を利用した明かり取

り、屋根の明り取り等、随所に気遣いのあとがあり非常に参考になりました。インター

ネットで拝見させていただいた以上に風情あり、都会の喧騒を忘れさせ、気持ちゆっ

たりと寺内町の歴史に触れることが出来て、良い休日になりました。有難うございま

した。今のままの風情をずっと守り続けて下さい。 

●交流館の建物のにおいが好きです。障害者用のトイレが広いのでベビーカーごと入っ

て利用でき、何度も助かりました。 

●今日はあじさいを見に来ました。古い町並みとあじさい。とても素敵でした。また着

たいと思いました。 

【40 歳代】 

●雑誌で見て興味があったので今回来れて良かったです。ビデオの説明を見てとてもよ

く分かりました。 

●静かで人も親切でとてもいい町でした。また来たいと思います。 

●あいさつや声をかけてもらえるとホッとします。 

●説明を丁寧にしていただき、また日傘を貸していただいたりと、とても親切にしてい

ただきました。町の雰囲気もよいですが、交流館の方々の優しさに接して、また来てみ

たい、人に勧めてみたいと思いました。ありがとうございました。 

●町の歴史をもう少し専門的に知ることができる資料館があれば良いと思います。 

●地図を片手に歩いてもかなり道に迷いました。いま、どこの筋を歩いているのか全く

わかりませんでした。東西南北、筋の名前等、細かく道案内を標示してほしいです。 

【50 歳代】 

●交流館のビデオはよくわかりよかったです。町の方たちの努力と連帯感が伝わり、保

存されていく大変さもうかがえました。 

●金剛山下山後に立ち寄りました。駅前でいい飲食店を探しましたがなく、地元の人にいい食べ 

物屋はないか、と聞いてもこの辺りにはないと言われました。たまたまそば屋さんの看板を見つけ

ここに来ました。地元の人ですら「寺内町エリアに行ったら○○がありますよ」とは言ってくれな

いとは、浸透していないのかなと思いました。町の雰囲気はとてもよいのにもったいないですね。 

●もっと分かり易い地図（施設とお店が一緒に紹介されている地図）が欲しい。 

【60歳代】 

●ボランティアガイドさんの案内が大変良く、楽しい一時をありがとう御座いました。 

●親鸞様のお流れがあることを、もっと宣伝してほしい。私自身本願寺派門徒であるが、

今の今まで興正寺を知らなかった。 

●3年前のひな祭りのときにきましたが、店屋などが増えているのにびっくり。これから

も町並みを保存してください。江戸後期から明治初期の建物見学は楽しいです。 

●ゆっくり歩きたいと思ってきたのに、自転車のおばちゃんに「邪魔や」と言われ最初の

印象が悪かった。マナーを向上させてください。 

●朝のテレビで案内されており、この町並をぜひみたく、主人と出かけてきました。白壁

と瓦屋根の美しい町に静かに流れる歴史を感じました。本当に来てよかったです。 

●町全体が落ち着いた町並みに、ゴミ一つなく昔にタイムスリップしたようです。沢山写

真を写しました。休憩所も沢山ありゆっくり楽しみました。ありがとうございました。 

●生まれ育った田舎の情景と照らし合わさる感動と趣となつかしさが感じられることが

出来、来てよかったと思いました。 

●交流館の館内の明るさがもう少し明るい方が読みやすいです。 

●ガイドさんの案内が細やかで自分の町が好きな方の説明でとても嬉しく思いました。

また訪れたいと思います。今度は石川の方も散策してみよう。 

【70歳代】 

●寺内町魅力あります。駐車場探しに難儀しました。どこかに案内表示がほしいです。 

●日曜日、祝日にレンタサイクルがお休みなのは、おかしいのでは？ 

●町がきれいで楽しく散策できた。ガイドさんは知識豊富で沢山お話を聞かせて頂きあり

がとうございました。 

●住居公開。１～２軒でよいので重伝建の住宅内部を公開してみては? 

●テレビ、新聞などで見て居たので、一度友人と訪れたいと思って来ました。歴史や文化

にふれて楽しい一日を過ごしました。 

●寺内町のよき歴史の町並みをいつまでも大切に、皆で町の振興に力をいれたいと思って

います。ますますの発展に期待しています。 

●ビデオがあり寺内町の歴史・内容を知るのに役立った。音声が時々聞きにくくなり少し

残念でした。 

●歩き回って疲れた時にゆっくり座ることのできる場所がもっと欲しい。 

【80 歳代】 

●ありがとう。今回二回目、楽しんで拝見させてもらいました。出店も多くありこれも目

の保養になり、楽しかったです。子供さんの着物姿があちこちで見られ、これも雛祭りら

しいよい雰囲気をつくっていました。交流館があって休憩ができ、ありがたかった。コー

ヒー、ほっとしました。 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、連携ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 
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月 日 会議名等 内     容 場 所 

11 12 理事研修会 ・滋賀県東近江市五個荘金堂地区 五個荘 

12 3 企画事業

部会 

・鍋めぐり実施要領策定 

・燈路/月見/後の雛の総括、会計報告 

交流館 

5 役員会 ・各部会報告・初鍋要領・20 周年準備報告 交流館 

1 8 役員会 ・各部会報告・20 周年記念事業準備報告 交流館 

  22 理事会 ・各部会報告・指定管理者決定 

・20 周年記念事業準備委員会報告 

交流館 

2 4 企画事業

部会 

・初鍋めぐり収支報告 

・雛めぐり（道案内とコーヒー販売分担） 

交流館 

  7 役員会 ・各部会報告 

・雛めぐり（道案内とコーヒー販売分担） 

・20 周年記念事業準備委員会報告 

交流館 

  28 広報部会 ・瓦版 57 号確認 ・瓦版 58 号原稿分担 交流館 

3 3 役員会 ・各部会報告（特に、雛めぐり） 

・20 周年記念事業予算について 

・理事会・総会日程 

交流館 

 

イベントについてイベントについてイベントについてイベントについて    
 

 まもり・そだてる会は、Ｈ６年７月に設立されました（Ｈ２６年度は設立２０周年です）。 

 当企画事業部会で取組んできたイベントとしては、設立当初から「寺内町清掃」に取組み、Ｈ１６

年の１０周年記念事業で燈路等のイベントが開催されて以降、翌年からは「寺内町燈路」（当初は

城之門筋燈路）も継続して開催してきました。 

 Ｈ２０年度には、寺内町を含む駅南地区の整備のため、「富田林駅南地区まちづくり協議会」が

設立され、「寺内町燈路」も含め、協議会が主催して、春・夏・秋・冬に「寺内町四季物語」のイベン

トとして開催されるようになり、当会もそれに参画してきました（同協議会は、Ｈ２５年度からは「四

季物語実行員会」に改称）。 

 Ｈ２４年度からは、「寺内町清掃」を富田林町町総代会にバトンタッチし、地域交流の場として「月

見の夕べ」にも取り組んできました。 

 現在、「四季物語」として参画する「寺内町燈路」「後の雛まつり」「鍋めぐり」「雛めぐり」に「月見の夕

べ」を加え 5 つのイベントに取組んでいます。 

 今後のイベントを企画する上で、他のイベント等、良い案があれば、じないまち交流館まで案をお寄

せください。 ご多忙な折とは存じますが、ご協力方よろしくお願いいたします。  

                                                    （企画事業部会） 
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まもり・そだてる会活動報告  
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）
」

の
販

売
を

企
画

し
参

加
し

ま
し

た
。

 
 

今
年

は
猪

肉
の

確
保

が
難

し
く

な
り

大
変

苦
労

し
ま

し
た

が
、

幸
い

八
町

茶
屋

さ
ん

の
お

世
話

で
何

と
か

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
又

前
日

か
ら

交
流

館
の

職
員

さ
ん

に
は

仕
込

み
等

を
し

て
頂

き
大

変
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

。
十

時
に

販
売

を
開

始
し

十
四

時
半

に
は

完
売

し
ま

し
た

。
 

 
今

回
の

肉
質

は
、

従
来

の
地

元
産

か
ら

カ
ナ

ダ
産

に
変

わ
り

ま
し

た
が

、
お

味
の

方
は

如
何

で
し

た
か

。
 

 
皆

さ
ん

の
お

か
げ

で
、

多
く

の
方

々
に

喜
ん

で
頂

き
ま

し
た

。
ご

支
援

・
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
企

画
事
業
部
会
）

 

『
寺
内
町
四
季
物
語
二
〇
一
四
「
春
」
 

 
 
第
八
回
 雛

め
ぐ
り
』
報
告

 

 
『
寺
内
町
四
季
物
語
二
〇
一
四
「
冬
」
 

 
 
 
第

六
回

 鍋
め
ぐ
り
』
報
告
 

  
= ぼ

た
ん
鍋
が
「
ベ
ス
ト
 オ

ブ
 鍋

」
 

 
   五

年
連
続
一
位
達
成
！
 
=     

次
世
代
へ
の
伝
承
と
し
て
は
、
子
供
達
が
町

を
探
索
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
町
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
催
し
な
ど
が
、
住
民
参
加
型
で

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
事
だ
っ
た
。
重

ね
て

き
た

歴
史

や
と

り
ま

く
事

情
は

違
っ

て
も
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
町
を
愛
す
る

思
い
は
、
ど
こ
も
同
じ
だ
な
と
感
じ
、
様
々

な
取
り
組
み
は
、
き
っ
と
今
後
に
活
か
さ
れ

て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
 

 
十

一
月

半
ば

の
冷

た
い

雨
と

重
た

い
空

の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
五
個
荘
金
堂
は
、
と

て
も
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
町
だ
っ
た
。
立
ち

並
ぶ

屋
敷

は
、

周
囲

の
板

塀
と

白
壁

が
続

き
、
錦
鯉
が
泳
ぐ
水
路
は
、
町
を
縦
横
無
尽

に
流
れ
て
い
る
。
通
り
の
辻
は
時
折
三
叉
路

に
な
り
、
行
く
人
の
見
通
し
を
妨
げ
る
。
ま

る
で
迷
路
だ
な
。
と
言
っ
た
の
は
私
で
は
な

い
が

、
今

も
そ

の
言
葉

が
頭

か
ら
離

れ
な

い
。
各
地
の
古
い
町
並
を
訪
ね
る
と
き
、
そ

れ
は
自
分

の
住

む
町

の
魅
力

を
再
認
識

し
て
終
わ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
こ
こ
は
、

い
つ

か
も

う
一
度

ゆ
っ

く
り
歩

い
て

み
た

い
町
と
し
て
記
憶
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 
 
 
 
 
 
 
（
新
道
町
 
中
野
 
結
）
 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

 
私

は
、
昭

和
１

５
年

１
１

月
１

日
に

富
田

林
市

南
会

所
町

で
生

ま
れ

ま
し

た
。

 
大

学
を

卒
業

し
た

昭
和

３
９

年
４

月
か

ら
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
関

係
の

仕
事

を
し

て
い

ま
し

て
、

広
島

、
東

京
と

転
勤

を
し

、
大

阪
に

帰
っ

て
か

ら
も

堺
市

に
１

２
年

間
も

住
ん

で
い

ま
し

た
。
現

在
の

富
田

林
市

に
引

っ
越

し
て

来
た

の
は

平
成

７
年

で
阪

神
大

震
災

の
年

で
し

た
。

 

 
ゴ

ル
フ

と
釣

り
が

好
き

で
、
昔

子
供

の
頃

に
よ

く
行

っ
た

近
く

の
石

川
に

釣
り

に
出

か
け

て
い

ま
す

。
 

 
最

近
の

川
原

を
見

て
い

て
特

に
感

じ
る

こ
と

は
、
①
河

床
が

土
砂

で
高

く
な

っ
た

こ
と

 
②

工
場

排
水

や
家

庭
汚

水
が

流
れ

込
む

様
に

な
っ

た
事

( 最
近

は
少

な
く

な
っ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
)  

③
川

岸
が

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
固

め
ら

れ
た

こ
と

 
④

清
流

に
住

む
魚

が
全

く
見

か
け

な
く

な
っ

た
こ

と
 

等
が

あ
り

ま
す

。
 

 
子

供
の

頃
の

遊
び

場
で

あ
っ

た
川

で
は

「
ア

ユ
」
「

ウ
ナ

ギ
」
「

モ
ロ

コ
」
「

メ
ダ

カ
」「

オ
イ

カ
ワ

」「
手

ナ
ガ

エ
ビ

」「
シ

マ
ド

ジ
ョ

ウ
」「

モ
ク

ズ
ガ

ニ
」「

タ
ガ

メ
」

「
ミ

ズ
ス

マ
シ

」
等

の
清

流
に
住

む
魚

な
ど

が
綺

麗
に

澄
ん

だ
水

中
で

泳
い

で
い

る
の

を
見

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
水

中
メ

ガ
ネ

を
つ

け
「

ヤ
ス

」
を

持
っ

て
川

に
入

り
魚

を
捕

る
事

も
で

き
ま

し
た

。
 

 
し

か
し

、
最
近

の
川

で
見

か
け

る
魚

と
言

え
ば

「
コ

イ
」
「

ナ
マ

ズ
」

位
な

も
の

で
す

。
川

の
状
況

も
人

間
社

会
と

同
様

で
「

清
流

」
を

好
む
「

人
」
が

リ
ス

ト
ラ

な
ど

で
淘

汰
さ

れ
「

濁
流

」
に

強
い

「
人

」
が

生
き

残
る

よ
う

に
感

じ
ら

れ
ま

す
。

 

 
ま

た
、
川

岸
を

見
ま

す
と

、
水

を
浄

化
さ

せ
る

機
能

を
持

つ
と

言
わ

れ
て

い
る

「
葦

」
が

ほ
と

ん
ど

見
ら

れ
な

く
な

り
、

人
工

的
に

美
化

さ
れ

た
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

」
で

固
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
自

然
が

作
っ

た
美

し
さ

が
無

く
な

り
、
無
味

乾
燥

な
風

景
に

な
っ

て
い

く
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
。

 

 
人

間
に

必
要

な
も

の
を

( 例
え

ば
：

水
)

効
果

的
な

方
法

( 例
え

ば
：
河

川
に

垂
れ

流
す

前
に

処
理

) で
処

置
を

行
い

、
自

然
と

の
調

和
を

計
る

こ
と

が
大

切
で

は
と

考
え

る
今

日
こ

の
ご

ろ
で

す
。

 

 
 

 
 

（
南

会
所

町
 

田
中

新
之

助
）
 

＊瓦版は、3月・7 月・11 月の年 3回の発行です。 
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五個荘の近江商人屋敷 

 

 
こ

の
度

、
交

流
館

の
職

員
と

し
て

お
仕

事
さ

せ
て

い
た

だ
く

こ
と

に
な

り
ま

し
た

北
会

所
町

の
北

井
友

絵
で

す
。
 

 
こ

ち
ら

に
来

て
二

ヶ
月

半
た

ち
ま

し
た

が
、

ま
だ

ま
だ

勉
強

し
て

行
か

な
い

と
い

け
な

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
来

訪
の

皆
様

方
の

ご
期

待
に

沿
え

る
よ

う
に

頑
張

り
ま

す
の

で
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 

じ
な

い
ま

ち
交

流
館

 

 
 

 
 

 
 

新
職

員
紹

介
 

 

  

 

 

 


